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研究成果の概要（和文）：心のはたらきは，無意識的な自動的処理と意識的に操作しようとする意識的処理が区
別され，中でも自動的処理が大きな役割を果たしていることが多数示されてきた。一方，人は自分自身の心をあ
る程度コントロールできていると認識しているとともに，場合によっては不要な考えがいつも心に浮かぶなどコ
ントロールできない状況も多く経験する。本研究では，このような心のコントロールが可能かどうか，またその
背景メカニズムにはどのようなものがあるかを，記憶抑制研究を中心として検討したものである。その結果，人
は自分自身の不要な記憶を忘れることができること，またその機能には前頭前野の働きが関係していることを見
いだした。

研究成果の概要（英文）：In cognitive psychology, it is considered that both unconscious/ automatic 
processing and intentional/ conscious processing play an important roles in the human mind. 
Especially, there have been lots of researches emphasizing on automatic processing. On the other 
hand, people usually feel to control their own mind, but sometimes there are situations which they 
cannot control one’s own memory and thought, for example, intrusive thought enters into our 
consciousness though we don’t want to think about it. In this project, we sought to elucidate the 
mechanism of cognitive control, mainly based on memory suppression, intentional forgetting. 
Eventually, we found that people can suppress their unwanted memory and that the prefrontal cortex 
is important in the control process.
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１．研究開始当初の背景 
	
 現在でもそうであるが，研究開始当初時点
で，認知心理学研究においては，自動的処理
と意識的処理が区別され，その中で自動的処
理が大きな役割を果たしていることが多数
示されていた。潜在記憶研究はその代表的な
ものである．そこでは，人の認知において意
識（あるいは意志）の役割がきわめて小さい
ことが示されてきた。一方，認知的コントロ
ール(cognitive control)という名で，人の情報
処理における制御過程について多くの研究
が進められるようになってきていた。特に抑
制機能の研究は大きな注目を集めていた。例
えば，作動記憶研究における中央実行系の役
割は記憶の抑制機能と深い関わりがあるこ
とが指摘されていた (e.g., Anderson, 2003; 
Conway & Engle, 1994)。さらに，抑制機能
は前頭葉機能との関連が指摘されるととも
に，認知機能に加えて情動制御とも深く関わ
っていることが示されてきており(e.g., 
Depue, 2012, Neuroscience and 
biobehavioral reviews)，認知心理学分野のみ
ならず脳神経科学研究の中でも関心が集ま
っていた。 
	
 我々は日本心理学会第 75 回大会において
「Cognitive Control: 心，感情，脳」という
タイトルでのシンポジウムを行った。そこで
は，認知情報，社会的情報などのコントロー
ルに関する研究成果とともに，臨床への応用
が課題となった．本研究はそれらを踏まえて
の申請を行った。 
 
２．研究の目的 
	
 本研究は，人が心をどのようにコントロー
ルしているのか，意志とは何かといった問題
を，認知的コントロールの基礎メカニズム解
明を中心に置きながら，認知心理学，認知神
経科学，発達科学，社会認知神経科学の知見
を援用し，解明しようとするものであった。
特に，コントロール機能の代表的な現象であ
る記憶の抑制を中心に，その基礎メカニズム
解明，それが情動制御とどのように関わって
いるか，またエピソード記憶想起に関する近
年の理論的展開を踏まえるといった多面的
アプローチを押さえながら進めていくこと
をめざした。 
	
 主として記憶の抑制に関するメカニズム
解明を進めることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
	
 記憶情報の抑制の代表的現象として，検索
誘導性忘却 (Anderson, Bjork,& Bjork, 1994; 
Tsukimoto & Kawaguchi, 2007)がある。これは，
ある情報を想起するとそれに関連した情報
が思い出しにくくなる現象であるが，より直
接的に検討する手法として，明示的に「忘れ
る」ことを意図する操作である意図的抑制
(intentional forgetting)がある。最近では，その
代表的手法である Think/No-Think 課題 
(Anderson, 2001, Nature, 2004, Science；川口，

2010)をもちいて，本当に抑制があるのかどう
かが検討されており，本研究でも主にその手
法にもとづいて進めた。 
	
 中央実行系のかかわりと前頭前野を基礎
にしている可能性が明らかになりつつある
が (Anderson et al., 2004, Nature; Depue et al., 
2007, Science)，中央実行系と情動制御との関
連などが解明途上である。本研究では
M.C.Anderson との協力の下にこの点に関す
る検討を進めてきた。 
	
 また，これまでの記憶情報の抑制研究では，
社会的情報，特に他者に関する信頼感や裏切
り者といった印象が，その後の情報の訂正に
よって抑制可能かどうかについての研究は
みられない．前頭葉損傷患者が様々な社会的
機能の問題を抱えていることを考えると，感
情価を持った社会情報のコントロール機能
の解明が，記憶抑制メカニズムの解明ととも
に実施が待たれている状況であり，社会的情
報の抑制の解明をすすめた。 
 
４．研究成果 
	
 記憶抑制研究については，自伝的記憶の意
図 的 抑 制 に 関 し て ， M.Anderson
（MRC:CBU,Cambridge）と共同研究を進め, 
現在得ているデータでは，自分自身の体験の
記憶である自伝的エピソード記憶に関する
意図的抑制においても，前頭前野背外側部の
賦活がみられ，右前頭前野と海馬および扁桃
体を含む前頭頭頂ネットワークが関与して
いることが晃方なり，国際学会で発表した
（Cognitive Neuroscience Society, 2016で発表）。
また，意図的抑制によって，抑制対象の感情
価が変化する（Negative 感情価の値が小さく
なる）ことを見いだした。また，Think/ No 
Think 課題を中心とした意図的抑制課題以外
に，指示忘却課題があるが，この手法を用い
て，忘却と日常的認知コントロール能力との
関連を示唆するデータを得た。 
	
 また，意図的抑制課題以外の記憶忘却の効
果について，対象への好意度が変化すること
など，いわゆる記憶属性以外の心理変数に影
響を与える知見を得た。 
	
 展望記憶課題において見られる検索誘導
性忘却を国際誌に掲載した。また、展望記憶
課題おける反応抑制の役割を検討するため
に、Go/No-go taskで検討し，当該の手がかり
が焦点的手がかりであった場合にのみ、展望
記憶想起に影響を与えることが示された。 
	
 前頭極の機能的解明を目的として，未来思
考や展望記憶をはじめとする，前頭葉活動に
関する統合的な実験的検討を行った。前頭極
が関わる認知処理をいくつかの要素に分け
ることができ，それぞれが他の脳部位とどの
ような連関を担っているかについてデータ
解析を行った。 
	
 社会的情報のコントロールについて，人間
はある人の悪い評判を耳にするとその評判
が後で嘘だとわかってもその人に不信感を
抱き続ける傾向があるが，こうした認知的コ



ントロールによる抑制が困難な不信感が，腹
外側前頭前皮質の活動と関係していること
を fMRIを用いた実験で明らかした。 
	
 発達心理学的アプローチでは，生後 2-3 ヶ
月児における乳児の運動特性の変化に関し
て H26 年度に計測したデータの解析をその後
実施し学会にて報告した。家庭や保育施設等
で乳児の運動を長時間モニターできるスー
ツの開発をおこなった。このことから閉じら
れた実験室時空間だけではなく、日常生活で
の予測行動を捉えることが期待される。乳児
の運動・脳機能発達を包括的に検討し，書籍
の一章として執筆した。	
 
	
 また認知コントロールと抑うつについて，
侵入思考を調べる方法を中心として，注意の
気晴らしの効果およびコントロールに関す
るメタ認知が，抑うつ傾向の大きさと関連し
ていることを見いだした。	
 
	
 一般に記憶抑制等に見られる認知コント
ロールを行うには実行系の大きな関与を必
要とするため，記憶抑制がさまざまな心理的
効果がみられるとしても，その心的操作自体
が大きな負荷であることが考えられる。それ
を促進する手法の効果に関する検討は，今後
の残された課題である。	
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